
現地に行き、就農候補地の栽培環境がどんなところかチェックしましょう！

就農に向けて

農地相談チェックリスト
62022

自分で候補地を
見つけた場合

農地・空き家の
探し方が
分からない

就農候補地
農地相談チェック（上表）

就農を考えたら、まず土地・家は借りるか。それとも購入か。

市街化・市街化調整区域・
その他

【開発指導課】

現地の状況を専門家がアドバイス
【JA広島中央、JA芸南】

土壌分析
【園芸センター】

東広島市青年等就農計画認定
【農林水産課】

住宅・倉庫・納屋を建築
できるか

【建築指導課】

大雨や台風などにより、災害が発生する危険性が
ある箇所を知っておこう

【ひがしひろしまっぷ（ハザードマップ）】
※市ホームページでPDFも公開しています。

地番を特定する
【資産税課】

農業経営を考えて、
引越しするか。

●現地で確認すること
【気　候】
□気象条件（作物に向いているか）。　　　　　　　　　　　　　　 　
□日当り（日照時間）。
□降雨・降雪の時の状況(水はけはよいか)。
□風の強さ(風の通り道になっていないか)。
【耕作地の状況について】
□圃場整備がしてあるか。
□耕作地がまとまってあるか。
□資材を置く場所があるか。
□耕作地に駐車スペースが取れるか。
□賃借なら、ハウス設置の許可を得る
　ことができるか。
【土性の状況】
□地主の許可が取れたら、１ｍ掘って
　地下水位を確認。
□壌土（鉛筆くらいの棒が作れる）。
□排水性がよいか。
□産廃が埋められていないか。
【水の利用について】
□井戸があるか。
□水路が近くにあり、利用可能か。

【利便性について】
□一般道路への接道が近くにあるか。
□耕作地が、家屋又は作業場から
　近くにあるか。
【観光農園の経営を考えている】
□取得予定地は、建築制限がない地域か。
□近隣住民に配慮した観光農園が
　実現出来そうか。　

●地主・家主に確認すること
【家屋の状況】
□電気・ガス・水道がすぐ利用できる状況か。
□すぐ居住できるよう修繕済みか、修繕が
　必要なら費用の見積もりがあるか。
□購入価格又は賃貸料が設定してあるか。

●市役所等で確認してみよう
□地主から示された耕作地を、地番参考図で
　確認したか。
□就農予定地が、市街化区域又は中山間地域
　か分かるか（建物制限区域あり）。
□ハザードマップの危険地域ではないか。

①将来、カフェや加工販売所を経営したい。　②家の増築・新築を考えている。　③土地条件も確認しておこう。

園芸センターに相談

就農に向けての手続き・準備

農地は借りる派 自分にあった就農地をみつけたい

（例）現地で探す
【農業委員会】

家は購入派 農地は購入派

農地付き空き家+補助金制度
【住宅課】

農地の購入
【農業委員会】

農地中間管理事業
【農林水産課】



多様な担い手の育成
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野菜生産講座

令和4年度ブドウ栽培
セミナー開催しました

　令和４年度は4月から１３名が
月1回のペースで参加して、４
回講座がありました。
　講習は、夏野菜、抑制きゅう
りの栽培と管理をしました。
　講義は、肥料、病害虫防除に
ついて行ないました。
※次回の募集は、東広島市広
報令和５年３月号で予定して
います。

　７月２９日園芸センターにて、市内で
ブドウを栽培・出荷しているブドウ農家
６２人が参加して栽培セミナーを開催。
　講師は、国立研究開発法人農業・食
品産業技術総合研究機構安芸津ブド
ウ・カキ研究拠点果樹茶業研究部門果
樹品種育成研究領域落葉果樹品種育
成グループ　博士（工学）清水健雄様
をお招きして、栽培のポイントのアド
バイスをいただきました。
　グロースクローネは、夏季の気温が
高い西南暖地においても着色良好な
極大粒の新品種です。
　園芸センターでは、この3品種を含
め6品種を試験栽培しております。
　見学を希望される方は、事務所へご
連絡ください。電話082（433）4411。

シャインマスカット
髙垣市長（前列中央）と参加者

クイーンニーナ グロースクローネ
（写真提供）農研機構

園芸センター講座開催中

髙垣市長とおしゃべり
カフェを開催しました
　8月４日、東広島イノベーションラボ　
ミライノ＋で「髙垣市長とのおしゃべ
りカフェ」を開催。農業に携わる8人が
参加し、「若手農業者と語る農業の未
来」をテーマに意見交換をしました。
　髙垣廣德市長と「農産物のブラン
ディング・高付加価値化」「チャレンジ
してみたい取り組み」などについて語
り合いました。
　志和町のすざわ果樹園代表須澤勝
己さんは、「見た目・美味しいは当たり
前。すざわ果樹園の商品は贈り物がメ
インなので、いいものをもらったと思
えるよう商品の特長をＳＮＳで発信。ブ
ランディングには気を配っています。」
と語られました。

職場体験学習
　東広島市園芸センターで、７月５日か
ら7日の３日間、９時から１５時まで志和
中学校2年生の3人が体験学習を行い
ました。最高気温３２度、ハウス内温度
４０度の中、たくさん汗をかきながら、
指導員の話を真剣な表情で聞いて、ハ
ウスの真っ赤に完熟したトマトを籠
いっぱい収穫。また、冠婚葬祭に使わ
れるトルコギキョウの出荷のための収
穫作業と、シャインマスカットを商品に
するために、大きくなった余分な房を
大胆にプツンと切り捨てる作業（摘
房）を行ないました。この後、産直市に
商品として店先に並べました。

体験学習に来た志和中学校の（左から）岡本
優芽さん、堀田瑞歩さん、竹本悠馬さん

志和中学校２年生

花き生産講座
　花き生産講座は、２年間学び
ます。今年は、２年生が４名、春
から秋にはトルコギキョウの栽
培技術を学んでいます。東広島
市は、県内でも有数のトルコギ
キョウの産地です。
　講座終了後も、参加者同士
の交流が２０年以上も続き、グ
ループが結成されています。
※次回の募集は、東広島市広
報１０月号で予定していま
す。

果樹生産講座
　実習品目はブドウ・モモ・カキで
す。４月から１０名が参加してスター
トして、６回講座がありました。
　ブドウは、芽かき、誘引作業、ジ
ベレリン処理、摘粒、袋かけが終わ
り、来月は、いよいよ収穫です。
　西条柿は、摘蕾、新梢誘引管理、
摘花、摘果が終わり、１０月収穫の
予定です。
　モモは、摘果を行いました。
※次回の募集は、東広島市広報令
和５年３月号で予定しています。

園芸日曜講座
　４月から２２名が参加してス
タートして、４回講座がありまし
た。
　ゴールデンウイーク頃に植え
る夏野菜の苗の選び方、水のや
り方、肥料の使い方、病害虫の
見分け方や防ぎ方など、初心者
の方に園芸の楽しさをわかっ
てもらう講座をしています。
※次回の募集は、東広島市広
報令和５年３月号で予定して
います。

東広島で生まれた品種



至
広
島

82022

新
規
就
農
者
育
成
研
修
生
募
集

園芸センター 活用しよう！！を

お 知 ら せ
　

子
ど
も
た
ち
に
「
食
」
の

大
切
さ
を
教
え
、「
農
業
」

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

絵
本
で
す
。

　

東
広
島
市
の
農
家
さ
ん
が

携
わ
っ
て
お
り
、
絵
本
を
読

み
な
が
ら
、
畑
や
田
ん
ぼ
を

旅
し
て
種
を
育
て
る
も
の
が

た
り
で
す
。
ぜ
ひ
、
読
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

　

7
月
12
日（
火
）か
ら
志
和

町
に
あ
る
市
園
芸
セ
ン
タ
ー

内
に
農
業
分
野
に
特
化
し
た

「
志
和
ア
グ
リ
図
書
館
」
を

新
設
し
ま
し
た
。

　

農
業
関
係
の
本（
熟
練
者

向
け
や
初
心
者
向
け
な
ど
）

を
約
1
0
0
0
冊
常
設
し
、

平
日
9
時
〜
16
時
30
分
の
時

間
帯
は
本
を
自
由
に
閲
覧
で

き
ま
す
。
毎
月
第
２
、
第
４

火
曜
日
の
10
時
〜
13
時
の
時

間
帯
は
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
が

来
館
し
、
貸
出
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
ま
す
。
詳
細
は

市
立
図
書
館
の
H
P
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

2
0
2
1
年
に
初
め
て
開

催
の
「
ぶ
ち
う
ま
い
お
米
コ

ン
テ
ス
ト
in
東
広
島
」
で
す

が
、
好
評
に
つ
き
今
年
も
開

催
し
ま
す
。

 　
昨
年
は
1
0
4
件
の
ご

応
募
を
い
た
だ
き
、
2
度
に

わ
た
る
予
備
審
査
を
勝
ち
抜

い
た
10
の
お
米
が
コ
ン
テ
ス

ト
会
場
で
審
査
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

詳
細
は
市
の
H
P
内
の

「
第
2
回
ぶ
ち
う
ま
い
お
米

コ
ン
テ
ス
ト
in
東
広
島
の
出

品
者
募
集
に
つ
い
て
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
『
農
業
』×『
福
祉
』
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

「
ノ
ウ
フ
ク
マ
ル
シ
ェ
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
障
害
者
支
援
事
業
所

等
の
障
害
者
が
生
産
に
携

わ
っ
た
新
鮮
な
野
菜
を
中
心

に
お
届
け
し
て
い
る
素
敵
な

マ
ル
シ
ェ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
商
品
の
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
も
毎
回
季
節
に
応
じ

て
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

開
催
日
は
９
月
７
日
、
１０

月
６
日
、
１１
月
２
日
、
１１
月

２９
日
、
１２
月
２０
日
、
１
月
１２

日
、
２
月
８
日
、
３
月
２
日

で
す
。
市
役
所
本
館
２
階
、

市
民
協
働
ス
ペ
ー
ス
で
行
い

ま
す
。時
間
は
１１
時
〜
１４
時
。

駐
車
場
は
１
時
間
無
料
。
お

気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

　

※
開
催
日
、
時
間
、
場
所

に
つ
い
て
、
感
染
防
止
及
び

天
候
等
に
よ
り
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

東
広
島
市
で
は
農
福
連
携

推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
県
内
の
自
治
体
で
は
初

と
な
る
補
助
金
制
度
な
ど
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
は
農
林
水
産
省
を
は
じ

め
全
国
的
に
推
進
す
る
機
運

が
高
ま
っ
て
お
り
、
本
市
も

補
助
金
の
他
、
農
業
者
と
障

害
者
支
援
事
業
所
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
回
は
市
内
の
認
定

農
業
者
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た

農
作
業
の
一
場
面
を
切
り

取
っ
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

こ
の
写
真
は
５
月
の
晴
天

の
下
で
行
わ
れ
た
田
植
え
の

一
場
面
で
す
。

　

作
業
を
さ
れ
て
い
る
双
方

か
ら
事
業
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン

グ
で
農
作
業
に
取
り
組
ま
れ

た
際
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

事
業
所
の
利
用
者
は
「
継

続
的
に
農
業
に
携
わ
り
農
家

さ
ん
か
ら
指
導
を
受
け
る
こ

と
で
働
き
甲
斐
や
達
成
感
を

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
は

気
候
も
良
く
お
い
し
い
空
気

の
中
で
、
体
力
に
差
し
障
り

無
く
作
業
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」。

　

農
業
者
か
ら
は
「
こ
の
農

福
連
携
が
無
け
れ
ば
現
在
の

営
業
は
成
り
立
た
な
い
の
で

今
後
も
継
続
し
て
い
き
た

い
」「
高
齢
化
に
伴
い
作
業

員
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
た

が
効
率
的
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
た
」。
等
の
ご
意
見
が

伺
え
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
省
も
次
の
よ
う

に
声
明
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
「
障
害
者
等
の
就
労
や
生

き
が
い
づ
く
り
の
場
を
生
み

出
す
だ
け
で
な
く
、
担
い
手

不
足
や
高
齢
化
が
進
む
農
業

分
野
に
お
い
て
新
た
な
働
き

手
の
確
保
に
つ
な
が
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
」

　

農
福
連
携
事
業
は
農
業
及

び
福
祉
双
方
に
と
っ
て
有
益

な
事
業
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
作
業
等
を
契
約

さ
れ
た
認
定
農
業
者
等
へ
は

市
か
ら
の
補
助
金
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

　

■
障
害
福
祉
課
農
福
連
携

推
進
事
業
／
電
話
０
８
２

（
４
２
０
）
０
１
８
０

　

■
農
林
水
産
課
／
電
話
０

８
２
（
４
２
０
）
０
９
３
９ 

■
今
ま
で
の
相
談
者

　

実
際
、農
業
を
や
っ
て
み

た
い
と
相
談
に
来
ら
れ
て
か

ら
、何
を
作
れ
ば
よ
い
の
か
、

栽
培
技
術
は
ど
う
や
っ
て
習

得
す
る
の
か
、農
地
は
ど
う

す
る
の
か
な
ど
、た
く
さ
ん

の
課
題
を
知
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

東
広
島
市
園
芸
セ
ン
タ
ー

で
は
、職
業
と
し
て
農
業
を

始
め
る
た
め
に
、随
時
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

■
募
集
開
始

　

８
月
１
日
（
月
）か
ら
は
、

令
和
５
年
度
新
規
就
農
研
修

生
を
募
集
し
ま
す
。

　

■
研
修
促
進

　

自
営
就
農
す
る
前
に
、生

産
技
術
、経
営
管
理
な
ど
実

践
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

東
広
島
市
園
芸
セ
ン
タ
ー
で

研
修
を
受
講
し
て
か
ら
農
業

経
営
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

　

１
目
標
と
す
る
農
業
者

農
業
経
営
基
盤
強
化
法
に
基

づ
く
認
定
新
規
就
農
者
（
農

業
所
得
2
5
0
万
円
）
及
び

認
定
農
業
者
（
農
業
所
得
５

０
０
万
円
）

　

２
対
象
年
齢

　

令
和
５（
２
０
２
３
）年
４

月
１
日
現
在
、１８
歳
以
上
４５

歳
未
満
の
人

　

３
研
修
期
間

　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
３１
日
（
２
年

間
）

　

4
研
修
場
所

　

東
広
島
市
園
芸
セ
ン
タ
ー

　

5
研
修
内
容

　
（
１
）野
菜
、花
き
の
栽
培

技
術
や
経
営
に
つ
い
て
学
習

　
（
２
）先
進
農
家
や
市
場
へ

視
察
、農
家
へ
派
遣
研
修
等

　

6
募
集
期
間

　
（
１
）令
和
４
年
１２
月
１６
日

（
金
）必
着

　
（
２
）受
付
時
間
／
８
時
３０

分
か
ら
１７
時
１５
分
ま
で（
土

曜
日
、日
曜
日
及
び
祝
日
を

除
く
）

　

7
申
請
手
続

　

申
請
用
紙
の
請
求
／
申
請

用
紙
は
、東
広
島
市
園
芸
セ

ン
タ
ー
へ
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。
東
広
島
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

8
選
考

　

書
類
及
び
面
接
に
よ
り
、

審
査
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、研
修
許
可
者
は
、所

定
の
項
目
に
つ
い
て
受
検
し

た
健
康
診
断
書
等
の
提
出
が

必
要
で
す
。

　

9
そ
の
他

　

農
業
経
験
が
な
い
方
は
、

研
修
開
始
ま
で
に
園
芸
セ
ン

タ
ー
が
主
催
す
る
短
期
農
業

体
験
を
受
講
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

あ
さ
ご
は
ん
の
た
ね

絵
本
の
紹
介

第
2
回
ぶ
ち
う
ま
い

お
米
コ
ン
テ
ス
ト
in

東
広
島
出
品
者
募
集

募
集

ノ
ウ
フ
ク
マ
ル
シ
ェ

イ
ベ
ン
ト

農
福
連
携
す
る

農
家
さ
ん
募
集

募
　
集

「
志
和
ア
グ
リ
図
書
館
」

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

　

最
近
、新
た
に
農
業
を
始
め
た
い
と
い
う
人
が
増
え
て
い
ま
す
。「
農
地
を
買
っ
た
か

ら
、な
ん
と
か
な
る
で
し
ょ
？
」「
家
庭
菜
園
で
野
菜
で
き
た
か
ら
、仕
事
辞
め
て
農
家
に

な
り
ま
す
」な
ど
の
考
え
で
就
農
す
る
と
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

至
三
原

至
福
富

志和I.C.

JA● 東広島市役所志和出張所●
●志和中

山陽自動車道

R83

R83

R2

R33

R46

山陽本線

至白木

R176

園芸センター

6
月
８
日
に
行
わ
れ
た
ノ

ウ
フ
ク
マ
ル
シ
ェ（
写
真
・

プ
レ
ス
ネ
ッ
ト
提
供
）

東広島市
園芸センターの
ホームページ

▼


